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演
者
ら
は
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
雑
誌
二
十
三
巻
一
号
「
医
療

史
料
と
し
て
見
る
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
で
、
色
彩
学
的
な
考
察

を
行
っ
た
。
今
回
、
色
彩
学
を
医
療
史
料
の
分
析
に
応
用
す
る
可

能
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

色
彩
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
、
ゲ
ー
テ
ら
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
論
考
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
色
彩
学
と
し
て
成
立

し
た
の
は
十
九
世
紀
で
、
色
彩
の
三
原
色
説
、
そ
れ
に
対
立
す
る

補
色
説
が
代
表
的
な
考
え
方
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

医
療
史
料
と
色
彩
学
の
関
連
と
し
て
、
赤
と
い
う
色
彩
は
、
枕

草
子
に
「
春
は
あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ
は
、

少
し
あ
か
り
て
」
と
い
う
よ
う
に
、
太
陽
の
赤
が
、
生
命
の
営
み

の
根
源
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
火
の
色
、
血
の
色
も

こ
の
よ
う
に
赤
と
生
命
が
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
民
俗
信
仰
で
有
名
な
「
だ
る
ま
さ
ん
」
は
、
関
東
一
帯
の
養
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陶
粟
燗
・
西
巻
明
彦

蚕
農
家
で
は
蚕
が
眠
り
か
ら
覚
め
る
こ
と
を
「
起
き
上
が
る
」
と

い
い
、
マ
ュ
の
形
が
ダ
ル
マ
に
似
て
い
る
こ
と
に
因
む
表
現
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
ダ
ル
マ
」
に
塗
る
赤
は
、
赤
色
か

榿
色
で
、
庶
民
の
信
仰
物
は
古
く
か
ら
魔
除
け
、
厄
除
け
と
し
て

赤
が
も
て
は
や
さ
れ
、
特
に
「
赤
絵
」
と
い
わ
れ
る
治
療
絵
は
、

庖
瘡
除
け
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
医
療
史
料
に
色

彩
学
を
応
用
す
る
こ
と
は
、
民
族
の
情
念
の
分
析
に
一
石
を
投
じ

る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

歯
科
医
史
学
的
に
考
え
る
と
、
江
戸
時
代
既
婚
の
女
性
は
、
歯

を
黒
く
染
め
る
お
歯
黒
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
歯
を

黒
く
染
め
る
「
お
歯
黒
文
化
」
は
、
太
平
洋
沿
岸
、
イ
ン
ド
洋
沿

岸
に
み
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
明
治
元
年
一

月
六
日
の
大
政
官
令
に
「
公
卿
の
浬
歯
点
眉
古
制
に
非
ざ
る
を
以

て
必
ず
し
も
循
守
せ
ざ
る
を
命
す
」
と
布
告
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治

三
年
二
月
五
日
の
大
政
官
令
で
、
「
華
族
自
今
元
服
の
輩
。
歯
を
染

め
眉
を
掃
候
儀
停
止
被
御
候
事
」
と
出
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
お
歯

黒
の
風
習
は
し
だ
い
に
消
え
て
い
く
が
、
明
治
時
代
は
一
般
的
で

あ
っ
た
。
こ
の
明
治
時
代
に
、
歯
に
金
冠
を
装
着
す
る
方
法
が
、

一
般
に
行
わ
れ
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
金
は
、
古
代
文
明
に
お
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い
て
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
に
使
用
さ
れ
、
こ
の
美
し
さ
は
多
く

の
人
を
魅
了
し
た
。
金
は
そ
の
か
が
や
き
と
色
彩
を
比
較
的
長
く

保
つ
こ
と
か
ら
、
永
遠
・
不
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
、
権
力
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
も
結
び
つ
い
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
弥
生
時
代

の
福
岡
市
東
区
志
賀
島
出
土
の
『
金
印
』
、
五
世
紀
頃
の
『
金
製
勾

玉
」
な
ど
、
金
を
権
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
使
用
す
る
例
は
、
か

な
り
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
明
治
時
代
、
西
洋
歯
科
医
術
の

導
入
に
よ
り
、
金
冠
、
金
箔
修
復
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
権
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
口
腔
内
に
金
を
入
れ
る

こ
と
が
一
般
化
し
て
き
た
。
歯
科
理
工
学
的
に
は
金
合
金
の
性
質

が
、
適
合
可
能
な
機
械
的
性
質
を
有
し
、
化
学
的
に
安
定
で
、
耐

食
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
口
腔
内
で
金
合
金
を
使
用
す
る
根

拠
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
現
代
で
は
金
合
金
を
使
っ
た
修
復
法
は
、
そ
の
ニ
ー

ズ
は
少
な
く
な
り
、
硬
質
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
冠
や
、
ポ
ー
セ
レ

ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
冠
の
よ
う
に
本
来
個
人
が
も
つ
天
然
歯
の
色
調
傾

向
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近
年
の
ナ
チ
ュ

ラ
ル
思
考
と
何
ら
か
の
関
係
性
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
女
性
の
歯
に
関
す
る
意
識
は
、
黒
↓
金

↓
白
と
、
わ
ず
か
一
○
○
年
の
間
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
中

国
に
お
い
て
は
、
「
お
歯
黒
」
の
風
習
は
少
な
く
、
ま
た
金
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
も
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
色
彩

学
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
今
回
、
考
察
を
試
み
た
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
医
の
博
物
館
）


